
国
家
公
務
員
健
康
週
間

一
〇
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、「
国

家
公
務
員
健
康
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
健
康

週
間
は
、
各
府
省
に
お
い
て
、
保
健
衛
生
に
対
す

る
認
識
を
新
た
に
し
、
職
員
の
健
康
の
よ
り
一
層

の
保
持
・
増
進
を
図
り
、
公
務
能
率
の
維
持
・
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
二
五
年

以
来
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
年
度
は
七

三
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
健
康
週
間
の
標
語
は
「
眠
れ
な
い　
体

が
教
え
る　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
で
す
。

標
語
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
の
方
々
か
ら
五
、

〇
一
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
警
察
庁
刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部　

小
杉　
真
也 

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
応
募
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

睡
眠
は
、
心
身
の
健
康
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
指
標
と
な
り
ま
す
。
本
号
に
お
い
て
、『
睡
眠

の
量
と
質
の
不
足
が
も
た
ら
す
健
康
被
害
―
わ
が

国
の
現
状
と
必
要
な
対
策
―
』
を
テ
ー
マ
に
、
国

立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー　
精
神
保
健

研
究
所　
睡
眠
・
覚
醒
障
害
研
究
部
長　
栗
山　

健
一　
先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
併

せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　今年で73回目を迎える国家公務員健康週間は、職場全体で健康の保持・増進を図るよい機会です。
　公務組織を能率的で活力のあるものにするためには、職員が個々のWell-being（注１）を実現することが重要であり、
各自の健康増進がその土台となります。人事院においては、職員の心身双方の健康づくりに資するため、様々な取組を
行っていきます。

　職員福祉局職員福祉課

特　集

国家公務員健康週間に当たって
～Well-beingの実現に向けて～

健
や
か
な
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
取
組

一 　
各
府
省
に
お
け
る
健
康
管
理
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

近
時
、
健
康
を
経
営
的
視
点
か
ら
考
え
戦
略
的

に
実
践
す
る
と
い
う
健
康
経
営
（
注
２
）
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
民
間
に
お
い
て
は
、
健
康
管
理
施
策

に
積
極
的
に
投
資
が
行
わ
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
務
に
お
い
て
も
、
今
後
、
高
齢
層
職
員

や
女
性
職
員
の
割
合
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
念

頭
に
置
き
つ
つ
職
員
の
健
康
管
理
施
策
を
一
層
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
健
康

管
理
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
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人
事
院
は
、
各
府
省
に
お
け
る
健
康
管
理
医
、

健
康
管
理
者
及
び
健
康
管
理
担
当
者
の
配
置
状
況

や
、
心
身
の
健
康
に
係
る
各
種
相
談
体
制
の
実
態

を
調
査
し
、
民
間
に
お
け
る
健
康
経
営
の
状
況
も

把
握
し
つ
つ
、
各
府
省
に
お
け
る
健
康
管
理
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、

心
身
の
健
康
面
か
ら
個
々
の
職
員
のW

e
ll-

b
eing

の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

二 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
予

防
等
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
を
予
防

す
る
た
め
に
、
在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
職
場
に
お
い
て
は
、
手
洗
い
や

手
指
消
毒
、不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
、咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
職
員
同
士
の
距
離
確
保
、
換
気
励
行
、
発
熱

等
の
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
の
出
勤
自
粛
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
活
用
等
、
職
場
内
外
で
の
感
染
予

防
行
動
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
感
染

予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
①
予

防
接
種
を
受
け
る
場
合
、
②
接
種
に
よ
り
副
反
応

が
発
生
し
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
等
の
場
合
は
、

各
府
省
等
の
長
が
、
職
員
が
勤
務
し
な
い
こ
と
が

や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
に
勤
務
し
な
い
こ

と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
措
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

三　
超
過
勤
務
に
係
る
健
康
管
理
対
策

一
箇
月
一
〇
〇
時
間
以
上
の
超
過
勤
務
を
行
っ

た
職
員
や
二
～
六
月
平
均
で
八
〇
時
間
を
超
え
る

超
過
勤
務
を
し
た
職
員
は
、
本
人
の
申
出
が
な
く

と
も
、
原
則
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
面
接
指
導
を
受
診
す
る
必
要

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
多
忙
等
を
理
由

と
し
て
、
面
接
指
導
を
受
診
し
な
い
ケ
ー
ス
が
一

部
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
長
時
間
に
わ
た
る
過
重

な
労
働
は
、
疲
労
蓄
積
を
も
た
ら
す
重
要
な
要
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
本
人
が
気
付
か
な

い
ま
ま
疲
労
が
蓄
積
し
、
健
康
障
害
発
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
面
接
指
導
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
勤
務
時
間
が
一
箇
月
八
〇
時
間
を

超
え
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
職
員
が
面
接

を
希
望
す
る
場
合
に
も
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

管
理
監
督
者
の
方
は
、
長
時
間
勤
務
を
行
っ
た

部
下
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
面
接
指
導
を
受
診

す
る
よ
う
促
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
勤
務
時
間

管
理
の
徹
底
と
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
対

策
を
推
進
し
、
職
員
の
心
身
の
疲
労
回
復
や
健
康

維
持
の
た
め
に
必
要
な
時
間
の
確
保
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

四  

健
康
診
断
等
に
よ
る
健
康
管
理
対
策

定
期
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

自
身
の
健
康
状
況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
般
定
期
健
康
診
断
の
受
診
率
は
、

ほ
と
ん
ど
の
検
査
項
目
に
つ
い
て
概
ね
九
割
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
健
康
診
断
は
健
康
管
理
の
基
本

で
あ
り
、受
診
率
一
〇
〇
％
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
皆
様
は
必
ず
受
診
す
る
よ
う
に
し
、
担
当

者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
強
く
受
診
を
勧
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
食
生
活
の
改
善
、
禁
煙
や
節
酒

に
取
り
組
む
な
ど
、
自
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

五　
高
年
齢
職
員
及
び
女
性
職
員
の
健
康
管
理

一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
お
け
る
高
年
齢
職
員

は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
定
年
が
段
階

的
に
六
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
更
に
、
高
年
齢
職
員
が
よ
り
安
心
・
安
全
に
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
高
年
齢
職
員
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
身
体
機

能
や
健
康
状
態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
健
康
や
体

力
の
維
持
管
理
に
努
め
、
日
頃
か
ら
運
動
を
取
り

入
れ
、
食
習
慣
の
改
善
等
に
よ
り
体
力
の
維
持
と

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
定
期
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
確

実
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
精
密
検
査
の
実
施
率
は

五
割
か
ら
六
割
程
度
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
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が
、
精
密
検
査
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要
な

場
合
は
、
必
ず
受
診
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
に
着
目
し
た
特
定
保
健
指
導
に
つ
き
ま
し

て
は
、
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
積
極
的
に
こ
れ
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
い

も
の
の
、
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進

行
し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
が
、
健
診
結
果
に
基
づ
い
て

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
・
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
特
定
保
健
指

導
を
受
け
る
場
合
、
各
府
省
等
の
長
が
必
要
と
認

め
る
時
間
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
措
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

女
性
職
員
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん

等
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
な
ど
し
て
、

健
康
の
保
持
増
進
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
職
場
と
し

て
は
、
女
性
職
員
に
対
し
て
受
診
の
必
要
性
を
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行

う
と
い
っ
た
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
づ
く
り
対
策
へ
の
取
組

心
の
健
康
の
問
題
に
よ
る
長
期
病
休
者
へ
の
対

応
が
官
民
を
問
わ
ず
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
務
に
お
い
て
、
心
の
健
康
の
問
題
に
よ
り

一
月
以
上
の
期
間
勤
務
し
な
か
っ
た
長
期
病
休
者

率
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
頁
の
図
の
と
お
り
、
平

成
二
八
年
度
以
降
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
月
以
上
の
期
間
勤
務
し
て
い
な
か
っ
た

長
期
病
休
者
の
う
ち
、
心
の
健
康
の
問
題
に
よ
る

長
期
病
休
者
の
占
め
る
割
合
は
六
割
を
超
え
、
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

人
事
院
で
は
、「
職
員
の
心
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
指
針
」（
平
成
一
六
年
三
月
三
〇
日
人
事

院
事
務
総
局
勤
務
条
件
局
長
通
知
）
を
発
出
し
、

心
の
健
康
づ
く
り
対
策
の
取
組
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一 　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
及
び
職
場
環
境
改

善
の
推
進

平
成
二
七
年
一
二
月
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
導
入
後
五
年
が
経
過
し

た
こ
と
、
ま
た
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た

取
組
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
進
展
、
テ
レ
ワ
ー

ク
に
よ
る
働
き
方
等
、
公
務
の
働
き
方
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
人
事
院

心
の
健
康
づ
く
り
指
導
委
員
会
職
場
環
境
改
善

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
座
長
：
吉
川
徹　

独

立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安
全
衛

生
総
合
研
究
所
過
労
死
等
防
止
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
統
括
研
究
員
）
に
お
い
て
、
公
務
職
場
に
お

け
る
ス
ト
レ
ス
対
策
の
一
次
予
防
と
し
て
の
活
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

状
況
の
課
題
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
分
析
結
果

に
基
づ
く
職
場
環
境
改
善
の
方
策
等
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、本
年
二
月
、同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
お
け
る

職
場
環
境
改
善
の
取
組
に
つ
い
て
〜
職
場
環
境
改

善
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
に
つ
い
て
〜
」
報
告
書

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
は
、（図２）報告書概要（粋）（報告書の概要及び本文は人事院HPで閲覧できます。）
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業
務
量
だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
質
的
な
要
素
も
大
き
く
影
響

し
て
お
り
、
個
々
の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
と
も
に
職

場
環
境
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
受
検
率
等
の
向
上
を
図

る
こ
と

② 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

職
場
環
境
改
善
に
係
る
調
査
項
目
（
一
八
項

目
）（
注
３
）
を
追
加
す
る
こ
と

③ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
の
推
進
に
向
け
た
健
康

管
理
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

二 　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

室
」
の
開
設

人
事
院
本
院
及
び
全
て
の
地
方
事
務
局
（
所
）

に
、
各
府
省
に
勤
務
す
る
職
員
及
び
そ
の
家
族
な

ど
が
利
用
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
室
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
同
相
談
室
で
は
、
医
師
等
の
専
門

家
が
、
職
員
自
身
の
心
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
、

職
場
の
部
下
や
同
僚
に
関
す
る
相
談
、
職
員
に
関

す
る
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
対
面
に
よ
る
相
談
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
相
談
を
希
望
す
る
職
員
が
よ
り

相
談
し
や
す
い
体
制
と
な
る
よ
う
、本
年
度
よ
り
、

本
院
及
び
四
地
方
事
務
局
（
関
東
、
中
部
、
近
畿

及
び
中
国
）
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相

談
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

三　
円
滑
な
職
場
復
帰
及
び
再
発
防
止
の
促
進

長
期
病
休
者
の
円
滑
な
職
場
復
帰
や
再
発
の
防

止
を
促
進
す
る
た
め
、
人
事
院
で
は
、
平
成
二
二

年
七
月
に
心
の
健
康
の
問
題
に
係
る
「
円
滑
な
職

場
復
帰
及
び
再
発
防
止
の
た
め
の
受
入
方
針
」
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
職
場
復
帰
前
に
、
元
の
職

場
な
ど
に
一
定
期
間
継
続
し
て
試
験
的
に
出
勤
す

る｢

試
し
出
勤｣

の
仕
組
み
を
提
示
し
、
そ
の
活

用
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
事
院
本
院
及
び
全
て
の
地
方
事
務
局

（
所
）
に
、
各
府
省
の
健
康
管
理
者
等
が
利
用
で

き
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
か
か
る
職
場
復
帰
相
談

室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
同
相
談
室
で
は
、
専

門
医
が
各
府
省
の
要
請
に
応
じ
、
心
の
疾
病
に
よ

る
長
期
病
休
中
の
職
員
の
円
滑
な
職
場
復
帰
と
再

発
防
止
を
中
心
と
し
た
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

四　
心
の
健
康
づ
く
り
研
修
の
実
施

心
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
お
い
て
は
、
管
理
監
督

者
を
始
め
と
す
る
職
員
に
対
す
る
研
修
が
有
効
な

取
組
の
一
つ
で
す
。
各
府
省
の
健
康
管
理
事
務
担
当

者
向
け
の
研
修
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
に
動
画

を
配
信
す
る
な
ど
、
各
府
省
に
お
け
る
心
の
健
康
づ

く
り
研
修
の
効
果
的
な
実
施
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度

長期病休者数 うち精神・行動の障害による長期病休者数

長期病休者率 精神・行動の障害による長期病休者率

長期病休者数及び長期病休者率の推移（人）
（％

）

職員数

（人）

注１ 「国家公務員長期病休者実態調査」（昭和56年以降５年に一度実施）及び「精神及び行動の障害による長期病休者

数調査」（平成24年度以降、「国家公務員長期病休者実態調査」を実施しない年度に実施）による。

注２ 長期病休者とは、引き続いて１月以上の期間、疾病のため勤務していない者をいう。

（図３）長期病休者数等の推移

（図４）「こころの健康相談室」ポスター
（オンラインによる相談も可能です。）
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五 　
「
国
家
公
務
員
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」（
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
）
及
び
職
員
用
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
の
配
布

個
々
の
職
員
に
対
し
て
は
、
特
に
職
員
自
ら
が

自
分
の
心
の
健
康
を
把
握
し
、
早
期
に
対
処
す
る

こ
と
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
が
大
事
で
す
。
管
理
監
督

者
の
方
は
、
部
下
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と
（
ラ
イ
ン
ケ
ア
）
に
重
点
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
国

家
公
務
員
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」（
職
員
用
及
び

管
理
監
督
者
用
）
を
作
成
し
、
人
事
院
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
身
の
不
調
、
心
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
処
法
や
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
、
職
員
向
け
の

心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
教
材
と
し
て
自
習
用

ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
各
府
省
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

六 　

｢

心
の
健
康
づ
く
り
対
策
推
進
の
た
め
の
各

府
省
連
絡
会
議
」
の
設
置
・
開
催

心
の
健
康
づ
く
り
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、各
府
省
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
府
省
に
お
け
る
対
策
の
取
組
状
況
や
経
験
等
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
各
省
各
庁
に
お
け
る
心
の
健

康
づ
く
り
の
施
策
の
効
果
的
な
実
施
を
図
る
た

め
、「
心
の
健
康
づ
く
り
対
策
推
進
の
た
め
の
各

府
省
連
絡
会
議
」
を
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
事
院
と
し
て
は
、
各
種
の
施

策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
こ

れ
ら
の
施
策
の
着
実
な
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
超
過
勤
務
時
間
の
適
正
な
管
理
の
指
導
等
に

よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正
や
、 

勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
の
確
保
の
方
策
の
検
討
を
行
う
な
ど
、
さ
ら

な
る
健
康
管
理
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

注
１
：W

ell-b
eing

に
つ
い
て

W
ell-being

に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

憲
章
前
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。 

「H
ealth is a state of com

plete 
physical, m

ental and social w
ell-

being and not m
erely the absence 

of disease or infirm
ity.

（
健
康
と
は
、
病

気
で
は
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、

そ
し
て
社
会
的
に
も
、
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た

状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。）」（
公
益
社

団
法
人
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
仮
訳
）

注
２
：
健
康
経
営
に
つ
い
て

民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
専
門
の
担
当
部
署

や
担
当
職
員
な
ど
の
組
織
体
制
を
整
備
し
、
経

営
ト
ッ
プ
や
担
当
部
署
、
産
業
医
等
の
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
、
健
康
保
険
組
合
及
び
従
業
員
等

様
々
な
主
体
が
互
い
に
連
携
し
、
健
康
課
題
に

対
応
し
た
保
健
事
業
計
画
を
策
定
し
て
、
職
場

環
境
の
改
善
や
働
き
方
へ
の
配
慮
、
従
業
員
の

意
識
向
上
等
を
図
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
職
場
環
境
の
改
善
（
禁
煙
ル
ー
ル
の

明
確
化
、
社
内
食
堂
の
整
備
）、
働
き
方
へ
の

配
慮
（
長
時
間
労
働
の
抑
制
、
休
暇
取
得
の
促

進
）、
従
業
員
の
意
識
向
上
（
定
期
的
な
保
健

指
導
、
運
動
機
会
の
提
供
）
な
ど
の
取
組
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

注
３
： 

職
場
環
境
改
善
に
係
る
調
査
項
目
（
一
八

項
目
）
に
つ
い
て

平
成
二
八
年
一
一
月
に
、
従
前
の
職
業
性
ス

ト
レ
ス
簡
易
調
査
表
の
五
七
項
目
に
加
え
て
、

職
場
環
境
改
善
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
追
加
し
た
一
八
項
目
。
職
員
の
仕
事
や
職
場

等
に
対
す
る
質
問
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
職
員

が
職
場
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
や
上
司
、
同
僚

と
の
関
係
を
い
か
に
受
け
止
め
て
い
る
か
な
ど

を
よ
り
丁
寧
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。
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